
東灘区歯科医師会 令和 5 年学術講演会 開催案内 
 
講 演 ： 「IOS/デジタルを活用することで歯科治療の何が変わるのか」 

講 師 ： 上原 芳樹 先生 （有限会社ファイン 代表）  

日 時 ： 令和 5 年 11 月 23 日（祝・木）13：00～17：00 （受付  12：30） 

会 場 ： SCC(三宮コンベンションセンター)503 号室 

     中央区磯辺通 2 丁目 2-10 ワンノットトレーズビル 5F TEL.078-291-5025 

対 象 ： 郡市区歯科医師会会員及びスタッフ 

歯科医師会会員の診療所に勤務している技工士、取引のある技工士 

参加費 ： 無料 

日歯生涯研修：8 単位 

 

「IOS/デジタルを活用することで歯科治療の何が変わるのか」 

有限会社ファイン 代表 上原 芳樹 先生 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東灘区歯科医師会 令和 5 年 学術講演会 参加申込書 

地区名  申込者代表氏名  

参加人数 

（本人＋スタッフの計） 
 連絡先電話番号  

 
※上記ご記入のうえ FAX（453－6906 または 862ー6663）にて、 

または右記 QR コードからお申し込みください。 11 月 8 日（水）締切  

              

切り取り線 

URL： https://forms.gle/3q9sXqqG3ZQVgsVn9 

（抄録） 

現代の口腔内スキャナー（以下 IOS）/デジタルは、使用する側がしっかりと理解して正確に使いこなすことが

出来ればチェアサイド、ラボサイド双方にとってその恩恵は多大なるものである。現在は IOS/デジタルの向上と

普及により色々なことが分かり、歯科治療を行う上でなくてはならない大きなツールの一つになったと実感してい

る。そしてそれは患者やスタッフの幸せにもつながっていく。 
しかし現状は、「IOS はまだまだ精度が出ない…」、「IOS で印象しても結局はアナログ印象も必要になるし、

逆に二度手間でめんどうくさいだけだ…」、「ただアナログ印象がデジタル印象に変わっただけでしょ？」、「ア

ライナー矯正をするのに必要だから…」など、まだまだ IOS/デジタルというものの本質を理解されていない方が

多いように感じられる。 

そこで今回の講演では、IOS/デジタルを活用することで「なるほど！こんな使い方が出来るのか!?」と思えるよ

うな、従来のアナログ作業では出来なかった技術を中心に、デジタルという物を理解し使いこなす難しさも含め解

説したい。 
｛氏名｝上原芳樹（うえはら よしき） 

YOSHIKI UEHARA 

｛略歴｝1995 年  日本歯科学院専門学校 卒業 

1996 年  大阪セラミックトレーニングセンター 卒業 

1996 年  有限会社ファイン 入社 

2001 年  オウセラム（アメリカ/ロサンゼルス）勤務 

2007 年  株式会社ファインロジック 代表取締役 

2016 年  有限会社ファイン 代表取締役 

｛所属 学会/スタディーグループなど｝ 
FIDI コースインストラクター 

大阪 SJCD テクニシャンコースインストラクター 

日本臨床歯科学会 会員 

日本顎咬合学会指導歯科技工士 

日本口腔インプラント学会認定インプラント専門歯科技工士 


